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2025 年3月期　中間報告書
2024 年4月1日～2024年 9月30日

TSS Report
株式会社東邦システムサイエンス

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
定 時 株 主 総 会 毎年6月中
定時株主総会の基準日 毎年3月31日
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日

毎年3月31日
毎年9月30日

株主名簿管理人及び
特 別 口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

郵 便 物 送 付 先

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

（電話照会先）
電話　0120-782-031(フリーダイヤル）

公 告 方 法

電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告をすることができない場合の公告
方法は、日本経済新聞に掲載する方法といたします。
当社の公告はホームページに掲載いたします。
https://www.tss.co.jp/tabid/67/Default.aspx

単 元 株 式 数 100株

株主メモ株式の状況（2024年9月30日現在）

発行可能株式総数 72,000,000株

発行済株式の総数 18,325,728株
（自己株式2,473,260株を除く）

株主数 15,341名

会社概要（2024年9月30日現在）

会社名 株式会社東邦システムサイエンス
設立 1971年6月
資本金 5億2,658万円
事業内容 ソフトウェア開発及び情報システムサービス等
社員数 657名
本社 東京都文京区小石川一丁目12番14号

こちらからアクセス→
https ://www.tss .co . jp/tab id/597/
Default.aspx

◆サステナビリティの実現に向けて

◆SDGsとマテリアリティ（ＫＰＩ）
こちらからアクセス→
https ://www.tss .co . jp/tab id/596/
Default.aspx

（注）持株比率は発行済株式総数から自己株式を控除して算出しております。

大株主（上位10名）
 株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社UH Partners 3 1,712,200 9.3
東邦システムサイエンス従業員持株会 1,606,993 8.8
光通信株式会社 1,533,850 8.4
株式会社UH Partners 2 1,264,500 6.9
BIPROGY株式会社 877,500 4.8
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 773,600 4.2
渡邉一彦 539,270 2.9
日鉄ソリューションズ株式会社 500,000 2.7
篠原誠司 400,710 2.2
株式会社野村総合研究所 368,100 2.0

Change ∙ Challenge
 Communication ∙ 

Collaboration+Fun

行動指針  4C+F

0 10 205

010_9167743442412.indd   1010_9167743442412.indd   1 2024/10/25   1:18:122024/10/25   1:18:12

内容
100株以上：クオカード2,000円
分を年１回贈呈いたします。

送付時期
毎年12月上旬予定

株主優待制度のお知らせ

所有者別株式分布状況

個人その他 12,549,688株（60.3%）

その他国内法人 6,870,786株（33.0％）
外国法人等 100,167株（0.5％）

金融機関・証券会社 1,278,347株（6.2％）
※ 自己株式2,473,260株は、「個人その他」に含めております。

2024年9月30日「TSSとR&Dが業務提携契約を締結」公表

サステナビリティ経営の推進（お知らせ）

Topics
事業戦略（アライアンスの強化）

～株式会社ランドコンピュータ（R&D）との業務提携～

・DX推進対応力の向上
・質の高いサービスの提供
・DX人財開発（育成・教育）

TSS
『育成のTSS』

R&D
『教育のR&D』

互いに強みとする事業領域及
び付加価値サービスを活かし、
組み合わせる

毎年9月30日現在の当社の株主名簿に記載または記録された1単元
（100株）以上を保有していただいている株主様に贈呈。
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業績ハイライト

株主の皆様に対する利益還元は経営の最重要課題と位置付け、
企業としての競争力の向上と企業価値の最大化の追求によって、
長期かつ安定的な配当を継続するとともに業績や内部資金の確保
などを総合的に判断し、１株当たりの配当金を決定しております。

2025年３月期の中間配当につきましては、業績が堅調に推移し
ていることを勘案し、1株当たり20円としております。また、期末
配当金は1株当たり20円（予想）としていることから、年間配当予
想は1株当たり40円となり、配当性向は61.6％となる見込みです。

中間配当について

売上高（百万円）

純資産・総資産（百万円）

中間期 通期

純資産 総資産

（予想） 1,700（予想）

営業利益（百万円）

中間期 通期

中間配当 期末配当
1株当たり純利益（円） 1株当たり配当金（円）

経常利益 / 純利益（百万円）

中間期経常利益
純利益 中間期

通期
通期

（予想）

業種別売上高（2025年3月期 中間期）

2025年
３月期
中間期

2024年
3月期 16,2807,998

2025年
３月期
中間期

2024年
3月期 59.3225.87

2025年
３月期
中間期

1,5746922024年
3月期

1,5147402023年
3月期

2025年
３月期
中間期

2024年
3月期 1,082

1,583696
471

1,522744
1,116509

2023年
3月期

2025年
３月期
中間期

20 40202023年
3月期

非金融
ソリューション2,378 百万円( 前年同期比 22.9%増 )

金融
ソリューション6,227 百万円 ( 前年同期比 6.3%増 )

中間期 通期

その他非金融

( 前年同期比69.7%増 )
売上高1,567百万円

運輸、医療福祉、公務等でのＤＸ案件拡大

その他金融

( 前年同期比34.9%増 )
売上高727百万円

政府系機関の大型マイグレーション案件継続
損害保険

( 前年同期比3.6%減 )
売上高2,072百万円

基幹システム刷新案件の区切り

生命保険

( 前年同期比1.2%増 )
売上高1,300百万円

大規模フロントシステム案件拡大

証券

( 前年同期比6.1%減 )
売上高633百万円

スマホ・ネット系証券案件の区切り

銀行

( 前年同期比23.8%増 )
売上高1,494百万円

行内DX化推進・次世代RTGS案件拡大

情報システムサービス等177百万円
( 前年同期比14.3%減）

ソフトウェア開発

17,800（予想）

7,527 15,4462023年
3月期

750 1,710
1,189（予想）

8,783

8,773
12,813

2023年
3月期

2024年
３月期

中間期

9,365
13,477

2025年
３月期

9,731
13,875

64.96（予想）28.00 40（通期予定）2020
2023年９月１日に1:1.5の株式分割を
実施しております。

20 40202024年
3月期

株式分割前の年間配当60円に相当するもので
あり、実質20円の増配となります。

通信

( 前年同期比19.8%減 )
売上高810百万円

大手通信キャリアアプリ開発体制縮小

511

2023年
3月期

   2023年９月１日株式分割を考慮した場合、
中間期 28.05円、通期 61.36円となります。

92.0442.07

757

17.0%

7.2%

14.8%

23.6%

8.3%

9.2%

17.9%

2.0% 8,783 百万円

当中間期
売上高構成比

（ （前年同期比
9.8%増

　株主の皆様には、平素より格別の
ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社第 54 期中間期（2024 年４
月 1 日～ 2024 年９月 30 日）の業
績概況についてご報告いたします。
　当中間会計期間における日本経済
は、雇用・所得環境が改善する下で
各種政策の効果もあり、経済活動の
正常化が進展し、緩やかな回復基調
で推移しました。一方、物価上昇や
為替変動による影響、海外経済の下振れ懸念等、先行きは依然と
して不透明な状況が続いております。企業の IT 投資の中心は DX
による業務プロセス・業務システムの変革へと移行しており、当
社が属するIT 業界は引き続き拡大傾向にあります。そのような中、
当社は長期経営ビジョン 2030（2022-2030）並びに中期経営計
画（2022-2027）に基づき、「お客様と共に未来を創る」をスロー
ガンに掲げ、各種施策に取り組んでまいりました。

◆当中間会計期間の経営戦略トピックス◆
✓業務提携（アライアンスの強化）
　当社は、このたび株式会社ランドコンピュータと業務提携いた
しました。両社が互いに強みとする事業領域及び付加価値サービ
スを補完し合うことで、お客様へ質の高いサービスの提供と DX
ビジネスを加速させ、社会の発展に貢献してまいります。
✓人的資本経営（人財戦略）
　DE&I（ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン）推進
の一環として「えるぼし認定」３つ星を取得いたしました。今後
も「人こそ財産」の理念のもと、女性のみならず多様な人財が集い、
従業員一人ひとりがお互いに高め合いながら活躍できる職場環境
づくりに取り組んでまいります。
　当中間会計期間の業績は、業績ハイライトのとおりとなります。
今後も持続的な成長と企業価値向上に取り組んでまいりますので
引き続きご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役社長執行役員

小坂　友康
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 株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社UH Partners 3 1,712,200 9.3
東邦システムサイエンス従業員持株会 1,606,993 8.8
光通信株式会社 1,533,850 8.4
株式会社UH Partners 2 1,264,500 6.9
BIPROGY株式会社 877,500 4.8
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 773,600 4.2
渡邉一彦 539,270 2.9
日鉄ソリューションズ株式会社 500,000 2.7
篠原誠司 400,710 2.2
株式会社野村総合研究所 368,100 2.0
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内容
100株以上：クオカード2,000円
分を年１回贈呈いたします。

送付時期
毎年12月上旬予定

株主優待制度のお知らせ

所有者別株式分布状況

個人その他 12,549,688株（60.3%）

その他国内法人 6,870,786株（33.0％）
外国法人等 100,167株（0.5％）

金融機関・証券会社 1,278,347株（6.2％）
※ 自己株式2,473,260株は、「個人その他」に含めております。

2024年9月30日「TSSとR&Dが業務提携契約を締結」公表

サステナビリティ経営の推進（お知らせ）

Topics
事業戦略（アライアンスの強化）

～株式会社ランドコンピュータ（R&D）との業務提携～

・DX推進対応力の向上
・質の高いサービスの提供
・DX人財開発（育成・教育）

TSS
『育成のTSS』

R&D
『教育のR&D』

互いに強みとする事業領域及
び付加価値サービスを活かし、
組み合わせる

毎年9月30日現在の当社の株主名簿に記載または記録された1単元
（100株）以上を保有していただいている株主様に贈呈。
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